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対象 幼稚園教諭 5 名Ｔ２の役割及び観察者 
（5 歳児担任 2 名・4 歳児担任 2 名・3 歳
児担任 1 名） 
小学校教諭 2 名：Ｔ１の役割 
（音楽科専科 1 名・生活科専科 1 名） 
手続き 
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表１ 幼稚園教員による生活科授業（6 月） 
参加・参観の自由記述 
 共通点 
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幼小接続期における適切なカリキュラム開発に 
資することができるととらえられる。 
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